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中
園
地
方
5
県
（
広
島
・

鳥
取
・
島
根
・
岡
山
・
山
口
）

に
凶
の
分
会
で
構
成
さ
れ
て

い
る
中
国
運
輸
支
部
で
す
。

支
部
は
広
島
県
広
島
市
に

所
在
し
て
い
ま
す
。
今
年
の

身
近
な
ト
ピ
ッ
ク
ス
を
振
り

返
っ
て
み
る
と
、

5
月
四
日

か
ら
幻
日
ま
で
の
日
程
で
G

7
広
島
サ
ミ
ッ
ト
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
全
国
の
み
な
さ

ん
は
お
そ
ら
く
、
「
あ
l
、そ

う
い
え
ば
あ
っ
た
よ
ね
、
今

年
だ
っ
た
ん
だ
。
」
と
い
う
感

覚
か
と
思
い
ま
す
が
、
現
地

広
島
で
は
市
内
の
企
業
や
官

公
庁
に
出
勤
抑
制
が
求
め
ら

れ
、
要
人
警
護
の
た
め
、
市
内

中
心
部
の
道
路
で
大
規
模
な

交
通
規
制
が
敷
か
れ
る
な

ど
、
生
活
に
も
大
き
な
影
響

が
あ
り
ま
し
た
。

地域のなかまと交流し、学習も深めました！

推
進
委
員
会
の
若
手
役
員
が

企
画
・
準
備
を
行
い
、
日
月

お
・
お
日
の
両
日
で
開
催
し

ま
し
た
。
実
に
4
年
振
り
と

な
り
ま
し
た
が
、
以
前
よ
り

こ
の
学
習
交
流
会
は
新
規
採

用
か
ら
数
年
の
若
手
組
．

合
員
が
組
合
の
意
義
を
・
J

学
び
、
普
段
は
な
か
な

こ

か
顔
を
合
わ
せ
る
こ
と
…

叩

が
な
い
中
園
地
方
各
地
…

？

の
職
場
に
勤
務
し
て
い
“

明

る
同
年
代
の
な
か
ま
と
－
日
幽

の
あ
そ
び
を
通
じ
て
、

間

組
織
拡
大
へ
つ
な
げ
て
…

叩

き
ま
し
た
。
4
年
振
り
日

間

の
開
催
の
た
め
、
苦
労

H
m

し
な
が
ら
の
準
備
と
な
・
d

り
ま
し
た
が
、
形
に
な
“

り
、
良
か
っ
た
で
す
。
…

こ
こ
数
年
の
新
規
採
…

用
者
は
、
学
生
時
代
が
日

コ
ロ
ナ
禍
と
重
な
り
、

様
々
な
学
校
行
事
（
修
日

学
旅
行
、
文
化
祭
、
体
育
…

祭
O
R－
－
・
）
が
中
止
、
…

規
模
縮
小
な
ど
で
満
足
…

に
行
え
な
か
っ
た
と
思

い
ま
す
。
今
回
の
学
習
交
流
会

が
良
い
思
い
出
に
な
れ
…

ば
良
い
な
、
と
思
っ
て
／

． 

い
ま
す
。
今
後
も
、
様
々
な
行
事
や

そ
れ
ぞ
れ
の
職
場
で
の
声
か

け
な
ど
を
通
じ
て
、
組
織
拡

大
を
は
が
っ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

絹

ι

．，．
 

青年運動の盛り上がりを全体に広げよう！

連載支部インタビ、ユー
秋季年末闘争勝利にむけて

拡大支部代表者会議討論（要旨） ・・・2 

円

d

・・・4
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宿舎対策会議
12月10・11開催

体制拡充・生公連署名

第1回全国書記長会議
癒しの美ら島うちなーでいちゃりぱちょーで－jl

全国女性交流集会、本部役員紹介

とりくみ始まります

さらなる組織鉱大を！

中国運輸支部で執行委員を

している山根と申します。

いつのまにか40代なかば：

となり、初めての支部執行委．

員を務めることとなりまし

た。なんとなく、「執行委員の

に山咽園田m:ur- 責務」を感じつつ、あまり組合
t のことは詳しくないので、他

やまね ひろっぐ
弘嗣 の執行委員さんと協力し、事

案にあたってます。
さて、コロナ禍を乗り切った昨今、「交流の復活」が必要。

必ず、しも組合の発言力＝組合加入率である、とまではいえないけど、組合加

入率は大切。組繊維持で手一杯な気もしますが、交流イベントなど、加入のき

っかけを増やしていきたいですね。

一方、趣味は、自転車、スノーボードたまにフットサルと色々ですが、3人子
育て世帯に物価高騰が直撃し、予算削減もやむなし。イモ掘って食べているく

らい精一杯なんで、賃上げ行動大事ですね！！

先日、職場のなかまと広島市内～三段峡ま 難滞感瓦識 京
で、楽しくサイクリングしてきました。片道 磁圃匙~轄醤撃事 とき
70k m程で坂も無く走りやすかったです。こ 擁彊圃殴官軍盤量 定芸
1っちのなかまもひっそりと募集中です。 明圃匪議量習f~ ... 

中国運輸支部執行委員



八王子合同法律事務所
尾林芳匡先生

率
が
W
%
あ
っ
た
。
年
々
減

り
、
今
は
∞
∞
%
を
切
る
よ
う

に
な
っ
た
。
拡
大
も
そ
う
だ

が
、
今
い
る
組
合
員
が
離
れ

な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
を
中

心
に
、
意
見
を
吸
い
上
げ
、
所

属
長
交
渉
に
力
を
入
れ
て
き

た
。
所
属
長
交
渉
だ
け
で
は

解
決
で
き
な
い
問
題
も
あ

ニ
ュ
ア
ル
整
備
や
研
修
の
強

り
、
本
省
、
本
部
を
巻
き
込
ん
化
な
ど
を
す
す
め
て
い
き
た

だ
と
り
く
み
が
必
要
で
あ
る
い
。
」
（
九
州
建
設
）
、
「
青
年
層

と
考
え
て
い
る
。
本
省
航
空
か
ら
組
合
費
の
負
担
が
大
き

局
と
折
衝
の
場
を
本
部
が
セ
い
と
の
声
が
あ
る
。
支
部
と

ッ
ト
し
て
く
れ
た
の
で
、
こ
し
て
も
支
部
費
を
含
め
て
ど

の
よ
う
な
と
り
く
み
も
重
こ
ま
で
軽
減
で
き
る
か
検
討

要
J
（
航
空
管
制
）
、
「
重
点
対
し
た
い
。
一
方
、
労
働
組
合
の

象
支
部
と
し
て
、
本
部
直
属
重
要
性
は
変
わ
ら
な
い
の

と
な
っ
た
が
、
そ
の
後
組
織
で
、
組
合
費
を
下
げ
て
と
り

拡
大
を
す
す
め
、
組
合
員
が
く
み
が
低
下
す
る
こ
と
が
な

6
人
と
な
っ
た
。
そ
れ
を
う
い
よ
う
に
し
た
い
。
」
（
四
国

げ、

m月
に
支
部
大
会
を
開
港
湾
空
港
）
、
な
ど
の
意
見
や

催
し
た
。
開
催
に
あ
た
っ
て
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

は
、
本
部
か
ら
の
援
助
を
受
本
部
の
組
織
共
闘
部
か
ら

け
つ
つ
、
地
協
か
ら
も
来
賓
は
、
「中
国
港
湾
空
港
支
部
で

に
き
て
も
ら
い
、
港
湾
空
港
は
べ
支
部
役
員
が
こ
れ
ま
で
』
』

部
門
の
他
支
部
か
ら
も
参
加
に
な
い
危
機
感
を
も
っ
た
こ

a
A

し
て
も
ら
っ
た
。
い
ま
、
さ
ら
と
で
、
組
織
拡
大
が
す
す
ん
と
〕

な
る
組
織
拡
大
を
す
す
め
て
だ
。
ほ
か
の
支
部
も
強
い
危

－
E
1

お
り
、
特
定
重
点
支
部
か
ら
機
感
を
も
っ
て
す
す
め
て
い
、

J
4
3

早
く
外
れ
ら
れ
る
よ
う
に
が
た
だ
き
た
い
。
職
場
に
は
ハ
圃

h
J

ん
ば
り
た
い
。
」
（
中
国
港
湾
ラ
ス
メ
ジ
ト
等
で
悩
む
な
か

V

－1

－o

空
港
）
、
「
掲
示
板
や
要
求
組
ま
が
多
く
い
る
の
で
は
な
い
－
h

，m－叩

織
ア
シ
ケ
l
ト
を
活
用
し
た
か
。
困
っ
た
と
き
に
は
労
働

2

ペコ

組
織
拡
大
が
実
現
し
た
。
掲
組
合
に
相
談
で
き
る
と
い
う
、
手
包

示
板
に
掲
載
し
た
支
部
の
機
世
論
を
つ
く
り
上
げ
て
い
ミ

d
E量
胃

関
紙
等
を
見
て
パ
ワ
ハ
ラ
こ
と
が
重
要
。
今
後
も
本
部
・

F
h
Z
4
舟

に
悩
む
未
加
入
者
か
ら
労
働
支
部
が
連
携
を
深
め
、
組
織
制
謂
唾
墨

組
合
に
対
し
て
相
談
が
あ
っ
拡
大
を
旺
盛
に
と
り
く
ん
で
・
軍
－

E

た
。支
部
と
し
℃
ハ
ラ
ス
メ
い
き
た
い
。
」
と
答
弁
が
あ
’

S
凶
開

ン
ト
に
対
す
る
対
応
を
行
り
、
ま
た
、
総
務
財
政
部
か
ら

i
司
同
国

い
、
相
談
者
の
加
入
に
つ
な
は
、
「
今
日
い
た
だ
い
た
意
見
’
’

E
E

．
が
っ
た
。ま
た
、
要
求
組
織
ア
は
、
す
べ
て
中
央
執
行
委
員
削
別

ン
ケ
l
ト
を
定
員
外
職
員
に
会
に
持
ち
帰
り
、
後
日
、
行
わ

1

．

協
力
依
頼
し
、
1
人
の
加
入
れ
る
書
記
長
会
議
で
－
定
の

H
U

に
至
っ
た
。
今
後
、
定
員
外
職
回
答
を
示
し
た
い
と
考
え
て
・
J

員
に
対
す
る
引
き
継
ぎ
の
マ
い
る
。
」と
答
弁
し
ま
し
た
。

1
1
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はじめに、ある公務労働職場のパワハラ

自死事件にふれ、職場に労働組合がないと、

ハラスメントや法による行政という原則ま

でゆらいでしまうことが述べられました。

そのようななか、国土交通労組や国公労

連は公務職場に大きな影響を与え、社会保険庁職員の不当解雇撤回

問題や人事院勧告によらない賃下げ特例法に対する問題に対し、裁

判闘争などを旺盛にすすめてきたことで、不当な解雇や賃下げを許

さない現在をつくりだしてい

ると述べられました。

最後には、いま、新自由主義

の転換の時期にきており、今

こそ労働組合の出番である、

と心強いメヅセージをいただ

き、講演を終えました。

尾林先生の講演は
こちらのQRコード
からご覧いただけます

組織率低下を防ぎたいと
話す東さん（航空管制）

(2) 組 （型選謀説島）

一闘争勝利にむけて、
運動や組織活動を旺盛に？とりくもう
~ii翌五i~i~l~ ！ li~ili ！； ~~1摺！？
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叩
月

m
l
m日
、
拡
大
支
部
代
表
者
会
議
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
本
部
提
案
を
ふ
ま
え
、
参
加
し
た
支

部
・
地
協
か
ら
多
く
の
意
見
が
よ
せ
ら
打
、
秋
季
年

末
闘
争
を
旺
盛
に
と
り
く
む
こ
と
を
意
志
統
一
し
ま

し
た
。
同
会
議
に
お
け
る
本
部
提
案
は
、
機
関
紙
国
交

労
組
（
竹
月

5
日
号
）
に
て
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、

支
部
か
ら
の
補
強
意
見
等
を
掲
載
し
ま
す
。

第25 3号

ト
で
議
員
事
務
所
に
要
請
に

い
く
予
定
。
国
家
公
務
員
の

増
員
だ
け
を
訴
え
る
と
漠
然

と
し
た
も
の
に
な
る
が
、
防

災
や
交
通
関
係
な
ど
地
元
の

封
声
を
入
れ
て
話
す
と
理
解
さ

吋
お
れ
や
す
い
。」（近
畿
地
協
）
、

’l医
匡

、

ウ
ホ
と
い
っ
た
報
告
が
あ
り
、
本

航
い
部
か
ら
は
、
「
増
員
要
求
を
し

削
さ
て
い
く
に
あ
た
り
、
政
府
は

員
田
定
添
主
要
施
策
で
増
員
し
七
い
る

実
状
が
あ
る
。
デ
ジ
タ
ル
化

歳
出
に
関
す
る
請
求
書
の
保
だ
け
で
な
く
、
職
場
に
必
要

存
は
不
要
だ
が
、
歳
入
の
場
な
増
員
を
勝
ち
と
っ
て
い
き

合
は
必
要
に
な
っ
て
く
る
。
た
い
。
イ
ン
ボ
イ
ス
の
影
響

特
別
会
計
で
は
、
請
求
書
の
は
、
職
場
の
な
か
に
ま
で
広

保
存
が
必
要
に
な
り
業
務
が
が
っ
て
い
る
。
今
後
、
職
場
要

増
加
し
て
い
る
。
ま
た
、
謝
金
求
を
構
築
し
て
い
く
こ
と
が

や
旅
費
に
つ
い
て
、
外
部
講
必
要
と
感
じ
て
い
る
。
要
求

師
が
課
税
対
象
の
事
業
者
で
組
織
ア
ン
ケ
ー
ト
に
つ
い
て

あ
れ
ば
対
応
せ
ざ
る
を
得
な
は
、
何
に
悩
ん
で
い
る
の
か
、

い
。」
（
九
州
運
輸
）
、
「
要
求
組
何
を
要
求
し
て
い
る
の
か
を

織
ア
ン
ケ
ー
ト
に
つ
い
て
、
調
査
し
て
い
る
の
で
、
重
要

職
場
に
メ
l
ル
等
で
協
力
を
な
と
り
く
み
と
考
え
て
い

訴
え
た
。
そ
の
結
果
、
例
年
を
る
。
組
織
拡
大
の
観
点
か
ら

上
回
る
集
約
数
と
な
っ
た
。
も
未
加
入
者
へ
の
ア
プ
ロ
l

組
合
未
加
入
者
か
ら
か
な
り
チ
は
重
要
で
あ
る
。
」
と
答
弁

集
約
で
き
た
が
、
組
合
員
の
し
ま
し
た
。

と
り
く
み
が
低
調
に
な
っ
て

い
る
。
は
た
ら
き
か
け
を
強

R
U
S
H
H
H
H降
H
j
J司

化
し
バ
協
力
し
て
く
れ
た
未

掴

融

蹴
鴎
櫨
晴
匂
が

加
入
者
に
は
組
織
拡
大
を
す

髄

翻

咽
爾
局
終
年
度

関
習
明
く
み

す
め
て
い
き
た
い
。
」
（
建
設

g
i
l－
4
4

研
究
機
関
）
、
「
体
制
拡
充
署

名
の
と
り
く
み
に
つ
い
℃
、

兵
庫
県
国
公
に
属
す
る
職
場

で
2
月
に
国
公
労
連
の
公
務

公
共
サ
ー
ビ
ス
署
名
と
セ
ッ

拡大支部代表者会議にあわせて、国土交

通労組の顧問弁護士である尾林先生に特別

講演をしていただきました。

....，..て
〆、

国土交通労組が国際連帯するUITBBは、建設・木材・建築資材・

エネルギー産業で働くなかまの国際組織で、建設産業で働く労働

者の権利向上やアスベスト被害の根絶などの労働安全衛生の確立

を求めてとりくんでいます。

拡大支部代表者会議において、UITBBミカリス・バパニコラワ

書記長から、連帯のあいさつをいただきました。

あいさつでは、カタールのワールドカップスタジアム建設現場

において、7000人ぢの労働者が命を落としたことに触れ、移民労

働者の送り出し国と受け入れ国での組合間の連携を強めることも

重要であると述べました。

国2 0 2 3年 12月5日（火曜日）

組
織
拡
大
強
化
3
か
年
計

画
の
と
り
く
み
に
つ
い
て

は、「
9
0
7便
事
故
の
当
該

支
部
で
あ
り
、
当
時
は
組
織

友
好
の
証
と
し
て
「
組
合
旗
」
を
贈
呈－

e』
e
h
v
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2
0
2
3人
事
院
勧
告
に
基
ら
れ
ま
し
た
。

7
1筆
、
う
ち
国
土
交
通
労

づ
く
月
例
給
と

一
時
金
の
引
井
上
議
員
（
共
産
党
）
は
↓
組
1
8
5
9筆
）
を
提
出
し

き
上
げ
に
つ
い
て
、
政
府
の
内
閣
人
事
局
等
に
対
し
、
「省
ま
し
た
。

怒
意
的
な
と
り
扱
い
を
行
わ
庁
を
指
導
す
べ
き
」と
発
言
ま
た
、
「
総
人
件
費
削
減
」

せ
ず
、
早
期
に
改
善
部
分
の
し
た
も
の
の
、
内
閣
人
事
局
阻
止
、
「
体
制
拡
充
」
を
求
め

厚
生
労
働
省
が
発
表
し
た
実
施
を
も
と
め
て
き
ま
し

、
の
窪
田
人
事
政
策
統
括
官
は
る
た
た
か
い
と
し
て
、
政
府

毎
月
勤
労
統
計
調
査
に
よ
れ
た
。
そ
の
な
か
、
政
府
は
、
人

「個
別
の
事
案
は
、
各
任
命
は
2
0
2
5年
度
以
降
の
新

耕
一
ば
、
物
価
変
動
の
影
響
を
除
事
院
の
勧
告
通
り
に
実
施
す
権
者
が
対
応
す
る
」
と
無
責
た
な
定
員
合
理
化
計
画
の
策

明
日
開
…
一
い
た
実
質
賃
金
は
、
前
年
同
る
こ
と
を
方
針
と
し
、
2
0
・
在
な
答
弁
に
終
始
し
て
お
定
を
ね
ら
っ
て
い
ま
す
。

時
一
樹
一
月
と
比
べ
て
2
・9
%減
と

2
3年
人
事
院
勧
告
ど
お
り
り
パ
今
後
の
交
渉
等
に
お
い
国
土
交
通
労
組
は
、
総
人

駐
ι
一
な
っ
て
い
ま
す
。
の
実
施
と
す
る
改
正
給
与
法

・て
、
内
閣
人
事
局
及
び
国
土
件
費
削
減
に
反
対
す
る
と
と

（
一
岸
田
政
権
は
物
価
高
騰
を
案
が
日
月
口
日
に
成
立
し
ま
交
通
当
局
を
追
及
す
る
こ
と
も
に
、
「
総
定
員
法
」
や

「行

一
主
回
る
賃
上
げ
を
掲
げ
て
い
し
た
。
が
重
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。
政
改
革
推
進
法
」
の
廃
止
を

l
一
る
も
の
の
、
賃
上
げ
の
速
度
法
案
審
議
の
過
程
に
お
い
ま
た
、
旅
費
法
改
正
に
む
め
ざ
す
と
り
く
み
を
す
す
め

進
一
が
物
価
上
昇
に
全
く
追
い
付
て
、
日
月
刊
日
の
中
央
行
動
け
た
動
き
も
あ
り
、
財
務
省
て
い
く
こ
と
と
し
、
体
制
拡

一
か
ず
、
四
か
月
連
続
で
マ
イ
で
の
国
会
議
員
要
請
の
際
は
日
月
幻
日
の
財
政
制
度
等
充
署
名
の
と
り
く
み
だ
け
で

．
一
ナ
ス
と
な
る
な
ど
、
依
然
と
に
、
関
東
建
設
支
部
の
参
加
審
議
会
の
分
科
会
で
、
国
家
は
な
く
、
国
公
労
連
が
提
起

労
一
し
て
労
働
者
・
国
民
生
活
は
『
者
が
定
員
外
職
員
の

「5
年
公
務
員
の
出
張
旅
費
の
基
準
す
る
「
公
務
・
公
共
サ
l
ビ

一
き
び
し
い
状
況
が
続
い
て
い
雇
い
止
め
」
の
実
態
を
訴
え
を
定
め
た
旅
費
法
を
、
現
在
ス
の
拡
充
を
求
め
る
請
願
署

一
ま
す
。
た
内
容
が
日
月
日
日
の
参
議
の
宿
泊
料
を
定
額
支
給
か
ら
名
」
に
旺
盛
に
と
り
く
む
必

ム
父
一
公
務
職
場
に
お
い
て
は
、
院
内
閣
委
員
会
で
と
り
上
げ
上
限
付
き
の
実
費
支
給
に
す
要
が
あ
り
ま
す
。

る
こ
と
や
、
日
当
は
宿
泊
を
あ
わ
せ
て
、
国
公
労
連
が

伴
う
出
張
に
の
み
支
給
に
見
提
起
す
る
院
内
集
会
形
式
で

直
す
な
ど
の
方
針
を
示
し
て
開
催
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ワ
ム

お
り
、
来
年
の
通
常
国
会
で
（
1
月
頃
）
へ
の
結
集
や
、
政

旅
費
法
改
正
案
の
提
出
を
め
府
あ
て
の
「
新
た
な
定
員
合
組
織
拡
大
強
化
3
か
年
計

ざ
す
と
し
て
い
ま
す
。
理
化
目
標
数
の
検
討
の
中
止
画
の
最
終
年
度
の
と
り
く
み

秋
季
年
末
闘
争
の
大
き
な
を
求
め
る
要
請
署
名
」
（
団
体
と
し
て
、
す
べ
て
の
支
部
・

山
場
と
し
て
と
り
く
ん
だ
口
署
名
）
に
つ
い
て
も
と
り
く
分
会
の
組
織
実
態
総
点
検
を

月
刊
日
の
中
央
行
動
で
は
、
む
こ
と
と
し
ま
す
。
と
り
く
む
こ
と
で
、
分
会
の

安
全
・
安
心
な
国
民
本
位
の
財
務
省
令
の
改
正
に
よ
課
題
を
明
確
に
し
、
「
い
ま
支

交
通
政
策
と
交
運
労
働
者
の
り
、

9
月

m日
か
ら
、
「国
家
部
や
分
会
で
何
が
欠
け
て
い

労
働
条
件
改
善
な
ど
を
求
め
公
務
員
共
済
組
合
員
資
格
取
る
の
か
？
」
、
「ど
こ
に
手
を

る
交
運
共
闘
の
個
入
請
願
署
得
時
に
お
け
る
資
格
取
得
打
つ
べ
き
な
の
か
？
」
を
明

名
爪
国
土
交
通
省
あ
て
（
全
届
」
及
び

「年
金
裁
定
時
に

ーら
か
に
し
て
、
分
会
体
制
の

体
1
1
4
2
0筆
、
う
ち
国
お
け
る
年
金
請
求
書
」に
、
こ
立
て
直
し
に
む
け
た
対
策
を

土
焚
通
労
組
1
9
4
7筆
）
、
れ
ま
で
任
意
で
求
め
ら
れ
て
す
す
め
て
い
く
こ
と
と
し
ま

厚
生
労
働
省
あ
て
（
全
体
1

い
た
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
（
個
人
す
。

1
3
3
7筆
、
う
ち
国
土
交
番
号
）
の
記
入
が
義
務
化
さ
組
織
実
態
総
点
検
で
明
ら

通
労
組
1
8
9
0筆
）
、
経
済
れ
る
こ
む
に
な
り
ま
し
た
。
か
に
な
っ
た
重
点
分
会
に
対

産
業
省
あ
て
（
全
体
1
1
2

国
土
交
通
労
組
は
、
仮
に
し
て
、
本
部
、
地
協
、
支
部
役

語
組
圃
会
圏
一二

国

厚生労働省が発表した毎月勤労統計調室

2 0 2 3年 12月5日（火曜日）(5) 
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マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
記
入
さ
れ

て
い
な
い
場
合
に
お
い
て

も
、
そ
の
他
に
不
備
が
な
け

れ
ば
、
共
済
組
合
員
証
の
発

行
及
び
年
金
請
求
に
応
じ
る

（
た
だ
し
、
未
記
入
部
分
に

つ
い
て
担
当
者
よ
り
記
載
漏

れ
か
ど
う
か
の
確
認
が
行
わ

れ
る
場
合
が
あ
る
）
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
の
記
入
や
取
得
、
作

成
を
強
要
す
る
こ
と
が
な
い

こ
と
を
確
認
し
て
い
ま
す
。

闘
①
組
織
実
態
総
点
検
と

全
国
分
会
オ
ル
グ
の

と
り
く
み
に
つ
い
て

4

F

V

 

②
春
の
組
織
拡
大
強
化
そ
の
た
め
、
今
年
度
は
、

動
に
む
け
た
準
備
を
今
ま
で
よ
り
も
早
く
、
4

民
行

月
の
組
織
拡
大
の
準
備
を

品
詩

す

す

め

よ

う

釘
要

’

す
す
め
る
こ
と
を
追
求
し

幽
卸

4
月
は
、
多
く
の
職
場
で
て
い
き
ま
す
。

邸
内
…
新
規
採
用
者
を
む
か
え
る
た
さ
ら
な
る
組
織
拡
大
や

予
期
め
、
組
織
拡
大
が
も
っ
と
も
脱
退
者
の
防
止
の
観
点
か

主
蛸
重
要
な
時
期
と
な
っ
て
い
ま
ら
、
職
場
内
に
労
働
組
合

脳
仲
す
。
ま
た
、
今
年
度
か
ら
、
定
の
風
を
吹
か
せ
、
「
わ
た
し

・1年
延
長
制
度
が
始
ま
る
た
た
ち
の
職
場
に
は
労
働
組

制

め
、
役
職
定
年
と
な
っ
た
管
合
が
あ
る
ん
だ
L

、「困
つ

E

理
職
等
あ
組
織
拡
大
の
対
象
た
と
き
に
は
労
働
組
合
に

員
な
ど
に
よ
る

『全
国
分
会

・
と

な

り

ま

す

。

相

談

し

よ

う

」と
い
う
宣

オ
ル
グ
』を
と
り
く
み
、
支
部
ま
た
、
す
べ
て
の
職
場
に
伝
グ
ッ
ズ
を
製
作
し
、
目

や
分
会
の
課
題
払
拭
に
む
け
J

お
い
て
確
実
な
組
織
拡
大
行
に
見
え
る
形
で
宣
伝
強
化

た
支
援
等
を
す
す
め
て
い
く
動
を
行
う
た
め
、
組
織
拡
大
を
す
す
め
て
い
き
ま
す
。

こ
ど
と
し
ま
す
J

．

計
画
を
立
案
し
、
組
織
拡
大

具
体
的
に
は
、
昼
休
み
に
グ
ッ
ズ
の
準
備
、
学
習
会
や

政
策
説
明
を
実
施
し
て
終
わ
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
を

る
オ
ル
グ
で
は
な
く
、
本
部
、
具
体
化
し
て
い
く
こ
と
が
重

地
協
、
そ
し
て
支
部
役
員
が
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

重
点
分
会
に
腰
を
据
え
て
、

組
織
拡
大
や
宣
伝
活
動
な
ど

を
分
会
の
実
情
に
あ
わ
せ

て
、
と
も
に
と
り
く
み
、
今
後

の
分
会
立
て
直
し
の
道
筋
を

た
て
る
オ
ル
グ
を
実
施
す
る

こ
と
と
し
ま
す
。

そ
の
後
、
「全
国
分
会
オ
ル

グ
」の
と
り
く
み
状
視
を
、
全

国
の
支
部
。
分
会
で
共
有
し
、

先
進
的
な
と
り
く
み
に
つ
い

て
報
告
を
行
う
、
『組
織
拡
大

強
化
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
』を
3

月
か
ら
4
月
に
か
け
て
オ
ン

ラ
イ
ン
で
開
催
す
る
予
定
と

し
て
い
ま
す
。
同
会
議
で
は
、

春
の
組
織
拡
大
の
と
り
く
み

（
特
に
新
規
採
用
者
の
組
織

拡
大
）
の
意
志
統
」
を
は
か

り
つ
つ
、
M
春
闘
に
あ
た
り
、

職
場
や
地
域
で
の
と
り
く
み

の
重
要
性
を
学
び
な
が
ら
、

春
闘
の
と
り
く
み
方
針
に
つ

い
て
も
意
志
統
一
を
は
か
り

ま
す
。

．全l圏分会オルグのスケジュール例

90事務所前で、分会役員と本部役員とで朝ピラ

60分全て時ミ言葉会マT ナ

00分会の機関紙を本部役員む一緒に作成

本部役員と分安在員とで、一今後iJ語福活動について打ち合わせ
~ 

新たな製作グyズのイメ4 ジ

クリアフ7イル
題
提a
；嚢

組
合
費
軽
減
を
望
む
声
が

多
く
、
「組
織
拡
大
強
化
3
か

年
計
画
」
を
実
践
す
る
な
か

で
、
軽
減
措
置
の
導
入
は
効

果
的
な
手
法
の
ひ
と
つ
と
し

て
一
定
の
議
論
が
す
す
め
て

き
ま
し
た
。

組
合
費
の
軽
減
に
よ
り
一

定
程
度
、
効
果
は
あ
る
と
し

な
が
ら
も
、
そ
の
効
果
は

一

時
的
な
も
の
で
あ
り
、
ワ
ン

コ
イ
ン
共
済
や
セ
ッ
ト
共
済

の
措
置
や
、
加
入
後
の
ケ
ア

「品目一戸

う｜ち

ハラスメント
許．さない

鴎土交通労働組合

も
あ
わ
せ
て
と
り
く
む
必
要

性
な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

今
後
、
財
政
的
な
軽
減
措

置
を
も
と
に
、
未
加
入
者
・

加
入
者
含
め
た
対
話
を
す
す

め
、
加
入
後
の
フ
ォ
ロ
ー
ア

ッ
プ
を
意
識
し
て
、
労
働
組

合
の
魅
力
や
必
要
性
へ
の
理

解
と
信
頼
が
深
ま
る
組
織

を
、
本
部
と
支
部
が
一
体
と

な
っ
て
構
築
し
て
い
く
と
い

う
強
い
決
意
の
も
と
で
、
と

り
く
み
を
す
す
め
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

． 

． ． ． ‘’ 
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さ
ん
が
、
女
性
を
統
合
し
た
も
の
で
す
。
花

課
題
の
更
な
る
に
は
、
気
と
い
う
も
の
が
宿

前
進
の
た
め
に
っ
て
お
り
斗
何
と
な
く
モ
ヤ

も
、
支
部
・
分
・
モ
ヤ
す
る
」と
か
、
「何
と
な

会
活
動
に
積
極
く
体
が
だ
る
い
」と
い
っ
た

的
に
参
加
し
て
時
に
、
効
果
的
な
花
が
あ
る

い
た
だ
き
た
こ
と
を
紹
介
し
て
い
た
だ
き

い
」と
挨
拶
し
、
ま
し
た
。
ま
た
、
花
と
緑
に
は

池
原
現
地
実
行
調
整
パ
ワ
ー
が
あ
り
、
血
圧

委
員
長
か
ら
の
調
整
、
気
分
の
バ
ラ
ン
ス

は
、
「
懇
親
会
を
を
整
え
る
ス
ト
レ
ス
の
軽

一
含
め
、
素
人
な
減
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
効
果
が
あ

一
が
ら
み
な
さ
ん
る
こ
と
も
知
る
こ
と
が
で
き

日
に
楽
し
ん
で
も
ま
し
た
。

小
ら
え
る
よ
う
な
グ
ル
ー
プ
ワ
l
ク
で
は
、

一
3
日
間
を
企
画
そ
れ
ぞ
れ
の
ボ
ー
ル
ペ
ン
に

一
す
’る
た
め
、
何
気
に
入
っ
た
花
を
入
れ
、
自

｝
度
も
会
議
を
重
分
だ
け
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
ボ
l

E

ね
て
き
た
。

3

ル
ペ
ン
を
製
作
し
ま
し
た
0

2

日
間
楽
し
ん
で
最
初
は
、
参
加
者
同
士
初
対

E

い
た
だ
き
た
面
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
．よ

E

い
」と
、
準
備
に
そ
よ
そ
し
い
場
面
も
あ
り
ま

－
た
ず
さ
わ
っ
た
し
た
が
、
協
力
し
な
が
ら
製

2

同
全
て
の
な
か
ま
作
す
る
こ
と
で
、
次
第
に
伸

一

一
は
戸
T
唱
の
労
を
ね
ぎ
ら

日
月
日
日
1
日
日
に
か
け
い
な
が
ら
も
参
加
者
ヘ
楽
し

邑

て、
沖
縄
県
那
覇
市
内
ほ
か
ん
で
も
ら
う
ぷ
う
呼
び
か
け

瞳

）－

に
て
、
第
5
回
全
国
女
性
交
‘
が
あ
り
ま
し
た
。

国

氾一

流
集
会
を
開
催
し
、
全
国
か
一
日
目
、
「
花
で
心
身
を
健

遡

刈一

ら
白
人
の
な
か
ま
が
集
ま
り
ゃ
か
に
』
と
題
し
て
、
山
崎
智

m

M
一
ま
し
た
0

・

4

子
氏
か
ら
フ
ラ
ワ
ー
セ
ラ
ピ
’

引一
一

開
会
に
あ
た
り
、
山
崎
委

l
事
例
と
効
果
に
つ
い
て
の

月
一
員
長
か
ら
は
、
「女
性
課
題
に
講
演
が
あ
り
、
そ
の
後
の
グ

ト
一
つ
い
て
は
基
本
、
組
織
の
要
ル
ト
7
ワ
l
ク
で
は
一ハ
l

f
一
求
ど

一
体
に
去
り
京
す
，め
る
バ
リ
ウ
ム
ボ
l
ル
ぺ
ン
を
製

；
一
乙
と
で
継
続
し
て
き
で
は
い
作
し
、
な
か
ま
と

一
緒
に
癒

日
一
る
が
、
男
性
が
多
い
組
織
で
し
を
感
じ
る
ご
む
が
で
き
ま

一
あ
る
た
め
、
細
部
に
わ
た
る
し
た
。

要
求
に
つ
い
て
は
不
未
分
で
フ
ラ
ワ
ー
セ
ラ
ピ
l
は、

あ
る
。
今
回
ぉ参
加
し
た
み
な
花
の
↓色
、
香
り
に
東
洋
医
学

• 
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組労チマ
λ、

も
を
つ
く
ら
な
い
人
も
多
く

な
っ
て
き
て
い
る
の
で
、
視

野
を
広
げ
て
対
策
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」と
い

良
く
な
り
、
い
い
ア
イ
ス
ア
っ
た
意
見
も
出
さ
れ
、
今
後

レ
イ
ク
に
な
り
ま
し
た
。

通
の
女
性
運
動
の
あ
り
方
に
つ

そ
の
後
、本
部
の
石
井
書
い
て
様
々
な
意
見
が
交
わ
さ

記
次
長
を
座
長
に
、
第
お
回
れ
ま
し
た
。

女
性
運
動
推
進
全
国
会
議
が

夕
食
交
流
会
で
は
、
ご
当

開
催
さ
れ
、
阿
川
事
務
局
長
地
ク
イ
ズ
が
あ
り
、
沖
縄
の

よ
り
基
調
報
告
を
行
い
ま
し
様
々
な
景
品
を
か
け
、
熱
い

た
。国
土
交
通
省
に
お
い
て
戦
い
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し

も
、
定
員
削
減
に
よ
り
常
に

。た。

人
が
足
り
ず
、
母
性
保
護
・
二
日
目
、
糸
数
ア
プ
チ
ラ

両
立
支
援
制
度
を
使
い
た
く
ガ
？
に
行
き
ま
し
た
。
ア
ブ
験
者
の
証
言
文
、
約
5
0
0

て
も
使
え
な
い
状
況
は
あ
る
チ
ラ
ガ
マ
は
、
沖
縄
本
島
南
人
の
証
言
映
像
な
三
が
保
管

こ
と
を
確
認
し
た
上
で
、
労
部
の
南
城
市
玉
城
字
糸
数
に
さ
れ
て
お
り
、
戦
争
の
悲
痛

働
組
合
の
必
要
性
や
こ
の
よ
あ
る
全
長
2
7
0
mの
自
然
な
叫
び
が
感
じ
ら
れ
ま
し

う
な
集
会
な
ど
を
活
用
し
な
洞
窟
で
、
沖
縄
戦
時
、
糸
数
住
た
。

が
ら
、
交
流
を
深
め
、
悩
み
な
民
の
避
難
指
定
場
所
や
、
日
午
後
か
ら
、
お
き
な
わ
ワ

ど
を
共
有
し
、
職
場
で
も
組
本
軍
の
地
下
陣
地
・
倉
庫
と

l
ル
ド
に
行
き
、
沖
縄
の
自

合
で
も
、
い
い
た
い
こ
と
を
し
て
も
使
用
さ
れ
ま
し
た
然
・
歴
史
・
文
化
を
体
験
し

ど
ん
ど
ん
い
い
九変
え
て
い
が
、
戦
場
の
南
下
に
と
も
な
ま
し
た
。特
に
、鍾
乳
洞
が
き

く
と
い
う
気
持
ち
が
大
切
で
い
、
最
終
的
に
南
風
原
陸
軍

あ
る
こ
と
が
強
調
さ
れ
ま
し
病
院
の
分
室
と
な
り
ま
し

た

。

た

。

分
散
会
で
は
参
加
者
か
そ
こ
で
は
、
軍
医
・
看
護

ら
」
要
員
が
削
減
さ
れ
て
い
婦
・
ひ
め
ゆ
り
学
徒
が
配
属

る
が
、
国
民
に
さ
れ
、
約
6
0
0人
の
負
傷

諭
欄
ぷ
J

対
す
る
行
政
サ
兵
が
運
び
込
ま
れ
ま
し
た

：曳
盛
l
ビ
ス
の
量
は
が
、
撤
退
命
令
に
よ
り
重
症

設

ぷ

凶

増
え
て
い
る
の
患
者
が
置
き
去
り
に
さ
れ
る

い
4
壇
場
拘
蜘

で
、
要
員
確
保
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

作
一定

弘
司

は
急
務
と
し
て
ガ
マ
の
中
は
1
時
間
見
学

割

酢

喝
’

と
り
く
ま
な
け
し
て
い
る
だ
け
で
も
早
く
光

画
・
姐
伊
マ

レ
れ
ば
な
ら
な
を
浴
び
た
い
と
思
う
ほ
ど
と

1

1

 

圃

既
箱

咽

ザ
い
レ
、
司
看
護
休
て
も
真
っ
暗
で
、
戦
時
中
は

圃
掴
即
睦
ヨ
浪

暇
や
介
護
休
暇

3
か
見
間
ガ
マ
の
‘中
で
生
活

・
闘
号
、J
の
日
数
を
増
や
を
し
て
い
た
こ
と
を
知
り
、

’

園
田
掴

序
隠

し
て
ほ
し
い
」

大
変
さ
を
痛
感
し
ま
し
た
。

匂
可
悩
凋
魁
温
調
園
圃
E
・
圃
・
・
明
‘
圃
ヤJ
M
．・

・
・
・
闘

。

‘

＼。
、、し

眠
硲
圃

ιR圃
芯
、
主
の
声
が
あ
次
に
行
っ
た
平
和
祈
念
資
料

J
f
h
j
J

／

4
趨
一
J
L3
司
一
る
一
万
一「今
の
館
で
は
、
沖
縄
戦
関
係
実
物

二一一
刀

Jrpz
t思
錨

問

、
時
代
、
結
婚
を

資
料
、
写
真
パ
ネ
ル
を
は
じ

オ
リ
ジ
＋ル
の
ボ

rル
ベ
シ
を
製
作
中
選
ば
な
い
子
ど
め
、

1
4
S
ト
八
の
部
縄
戦
体

州司・

．． 

’‘十

誕

院1・
.. 

れ
い
で
八
プ
と
マ
ン
グ
い
い
」、
又
づ
回
の
交
流
集
会

l
ス
の
対
決
な
ど
を
見
の
思
い
出
話
を
、
男
女
関
係

た
’て
ま
わ
り
ま
し
た
。

、な
く
職
場
に
持
ち
帰
っ
て
、

札
三
日
目
は
、
グ
ル
l

課
題
共
有
を
し
て
い
く
こ
と

ザ
プ
討
議
を
行
い
ま
し
に
よ
り
、
女
性
問
題
に
関
心

を
た
。
参
加
者
か
ら
は
、
が
あ
る
男
性
が
交
流
集
会
に

酎
「
非
常
に
魅
力
的
な
集
も
参
加
し
て
み
よ
う
、
と
い

配
会
な
の
に
、
仕
事
で
行
う
き
っ
か
け
に
も
繋
が
る
o

b

け
な
い
、
休
暇
の
取
得
そ
れ
が
い
ず
れ
は
男
性
の
意

じ
を
い
い
つ
ら
い
、
参
加
識
改
革
や
最
終
的
に
女
性
も

肝
し
て
い
い
か
わ
か
ら
な
男
性
も
働
き
や
す
い
社
会
の

い
、
何
を
し
て
い
る
の
実
現
に
繋
が
っ
て
い
け
ば
い

か
わ
か
ら
な
い
な
ど
組
い
」
な
ど
、
前
向
き
な
発
言
が

合
に
ア
レ
ル
ギ
ー
を
持

多
く
あ
り
ま
し
た
。

っ
て
い
る
人
も
い
る
。
そ
う
最
後
は
各
実
行
委
員
よ
り

い
っ
た
ん
に
声
か
け
を
し

「5
月
か
ら
実
行
委
員
会
を

て
、
こ
ん
な
会
が
あ
っ
て
楽
立
ち
あ
げ
、
本
番
ま
で
時
間

し
か
っ
た
と
か
、
ご
飯
を
食
も
な
い
中
、
と
て
も
苦
労
し

ベ
に
行
く
だ
け
で
も
い
い
た
が
、
大
成
功
で
終
わ
り
、
良

よ
、
な
ど
、
ま
ず
は
参
加
し
て
か
っ
た
」
と
最
後
の
あ
い
さ

も
ら
う
こ
と
が
大
事
で
、
そ
つ
を
行
い
、
盛
大
な
拍
手
に

う
い
っ
た
こ
と
で
組
合
員
を
よ
り
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

増
や
す
こ
と
に
つ
な
が
れ
ば

百己次長の石井です。

2021年4月から本部専従となり、現在3期日1となります。任務は航空部

門事務局長にくわえ、教育宣伝部や航空安全推進連絡会議副議長などの

任務を担当しております。

出身は西日本航空支部で、職種は航空管制官（大阪空港事務所所属〉で

．す。家族は大阪在住で単身赴任をしていますが、平均すると月に2回は帰

阪し、家族での時聞を確保しています。

航空部門ではIFATCAやIFATSEAなど国際連帯に力を入れています。

入管したばかりの若手管制官も国際活動に興味を持つ方は多く、航空部

門としても参加機会を多く企画し、組合員が活動に魅力を感じてもらえ

るよう努めています。

支部で役員をしていたときから、「役員自らが楽しくとりくむ。楽しく

なくては組合ではないりをモットーにしてきました。

役員であるからには今後も自らが“楽しく”とりくみ、ひいては国土交

通労組全体を“楽しく”盛りあげていげればと思っておりますので、どう

ぞよろしくお願いいたします。

島
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「暑
い
」
今
年

が
・
苧
は
こ
の
言
葉
を

回
ぶ
何
回
使
っ
た
だ

一一回
H斗
ろ
う
。
毎
年
夏

－司王，
O

に
は
使
う
言
葉

で
あ
る
が
、
ま
さ
か
日
月
に

も

「今
日
は
暑
い
で
す
ね
」

と
い
う
日
が
く
る
と
は
、
初

年
前
に
は
考
え
も
し
な
か
っ

た
。
か
と
思
え
ば
、
急
に
冷
え

込
む
日
も
あ
り
体
調
管
理
に

気
を
遣
う
日
々
を
過
ご
し
て

い
る
V
日
本
は
四
季
の
違
い

が
は
っ
き
り
し
て
い
る
国
と

い
わ
れ
て
い
る
が
、
近
年
は

夏
と
言
え
る
季
節
が
段
々
と

長
く
な
っ
て
い
て
、
こ
の
ま
．

ま
い
く
と
秋
と
い
う
季
節
が

無
ぐ
な
っ
て
三
季
に
な
り
、

そ
の
内
、
春
も
消
え
で
二
季

に
な
る
の
で
は
と
い
う
説
も

あ
る
よ
う
だ
V
こ
う
い
っ
た

気
温
の
上
昇
は
、
日
本
だ
け

で
は
な
く
世
界
各
国
で
確
認

さ
れ
て
お
り
、
約
L
0
0年

間
で
平
均
気
濫
は
Z
℃
以
上

上
昇
し
て
い
る
。
そ
ん
な
も

の
か
占
思
っ
た
が
、
そ
の
た

っ
た
エ
℃
が
、
健
康
・
食
料

難
・水
不
足
・
災
害
の
増
加

等
、
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
影
響

を
及
ぼ
し
て
お
り
、
世
界
規

模
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
V

世
界
規
模
の
課
題
に
対
し

て
、
個
人
が
で
き
る
こ
と
は

決
し
て
多
く
は
な
い
し
、
及

ぼ
す
影
響
も
微
々
た
る
も
の

だ
ろ
う
。
し
か
し
、
「行
動
し

な
け
れ
ば
、
何
も
変
わ
ら
な

い
」
の
は
労
働
組
合
の
活
動

と一

緒
で
あ
り
、
個
々
が
で

き
る
之
と
を
ず
る
こ
と
で
ー

変
わ
る
も
の
も
あ
る
の
で
は

な
い
だ
右
う
か
ι（

Y
・耳）

、
古内白



宿
「企旨

雲最
塑差
誓E E冨

空包
背け
1.0て

日
開
催

第25 3呈

e

国
土
交
通
労
組
は
、
吃
月
叩
・
竹
田
、
宿
舎
対
策
会
議
を
開
催
し
ま
す
。
労
働

条
件
の
ひ
と
つ
で
も
あ
る
宿
舎
課
題
に
つ
い
て
、
現
況
、
不
自
由
し
て
い
る
状
況

な
ど
を
持
ち
寄
り
、
参
加
者
と
情
報
を
共
有
し
、
議
論
を
深
め
、
改
善
が
図
れ
る

よ
う
、
官
房
人
事
課
や
財
務
省
に
要
求
を
訴
え
て
い
き
ま
す
。

． ． ． 

~ 

化
や
老
朽
化
が
激
し
く
す
す

み
、
地
域
に
よ
っ
て
は
共
益

費
が
増
え
る
な
ど
、
宿
舎
離

れ
が
す
す
ん
で
い
ま
す
。

O
年
か
ら
移
転
料
が
実
費
支

給
と
な
り
ま
し
た
が
、
3
社

分
の
見
積
も
り
を
必
要
と
す

る
手
続
き
の
煩
雑
さ
や
支
給

の
遅
れ
な
ど
が
運
用
当
初
に

多
く
、
不
満
が
噴
出
し
て
い

ま
し
た
。
そ
の
後
、
支
払
い
の
遅
れ

に
つ
い
て
は
、
包
括
協
議
を

認
め
さ
せ
る
な
ど
、
改
善
し

て
い
ま
す
が
、
手
続
き
の
簡

素
化
や
支
給
対
象
外
経
費
を

認
め
さ
せ
る
な
ど
、
運
用
の

改
善
と
と
も
に
、
旅
費
法
の

抜
本
的
な
見
直
し
を
求
め
る

な
ど
、
課
題
が
残
さ
れ
て
い

ま
す
。

叩
月
お
日
か
ら
幻
目
、
各
部
門
に

お
い
て
昇
格
・
諸
手
当
関
連
の
個
別

重
点
課
題
の
改
善
と
、
全
部
門
に
お

い
て
高
齢
期
雇
用
、
と
り
わ
け
来
年

4
月
か
ら
始
ま
る
定
年
延
長
と
暫
定

再
任
用
制
度
に
よ
る
職
員
の
待
遇
改

善
に
む
け
、
国
土
交
通
省
当
局
と
の

交
渉
、
お
よ
び
人
事
院
交
渉
を
行
い

ま
し
た
。

各
部
門
と
も
交
渉
に
先
立
つ
会
議

に
お
い
て
、
昇
給
・
昇
格
制
度
の
学

習
を
行
う
こ
と
で
制
度
の
理
解
を
深

め
、
要
求
内
容
の
精
査
や
補
強
を
す

す
め
る
と
と
も
に
、
夏
季
休
暇
取
得

期
間
の
拡
大
や
市
分
単
位
で
の
時
休

取
得
が
要
求
実
現
し
た
よ
う
に
、
と

り
く
み
を
継
続
し
て
い
く
重
要
性
を

確
認
し
ま
し
た
。
各
交
渉
に
お
け
る
、

概
要
を
掲
載
し
ま
す
。

同
航
空
部
門

航
空
局
交
渉
〕

航
空
局
当
局
か
ら
人
事
院

の
給
与
局
長
に
対
し
て
、
①

操
縦
士
に
つ
い
て
航
空
手
当航

空
局 一一
交
渉

吋＂＇－ －

の
増
額
な
ど
給
与
水
準
の
抜

本
的
な
見
直
し
、
②
級
別
定

数
の
拡
大
、
③
旺
盛
な
航
空

需
要
に
対
応
す
る
航
空
管
制

官
の
特
殊
勤
務
手
当
（
管
制

手
当
）
の
引
き
上
げ
、
に
つ
い

て
は
強
調
し
で
説
明

し
て
き
た
。

級
別
定
数
に
つ
い

て
は
必
要
な
と
こ
ろ

に
し
っ
か
り
と
確
保

－し
つ
つ
、
そ
の
他
の

．項
目
に
つ
い
て
も
職

務
に
見
合
っ
た
待
遇

と
な
る
よ
う
査
定
当

．
局
に
働
き
か
け
て
い

ノ＼

【
運
輸
部
門

尖
臣
官
房
交
渉
一】

職
責
に
見
合
っ
た
待
遇
を

要
求
し
、
特
に
2
級
係
長
解

消
、
運
航
労
務
監
理
官
及
び

首
席
外
国
船
舶
官
の
7
級
切

り
上
げ
を
訴
え
た
。

本
局
の
2
級
係
長
は
一
定

解
消
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
が
、
支
局
の
2
級
係
長

や
3
級
の
主
査
等
、
職
責
に

見
合
っ
た
待
遇
と
な
っ
て
い

【
気
象
部
門

長
官
交
渉
］

宿
舎
に
入
居
し
て
い
る
職

員
は
、
現
在
ど
れ
ほ
ど
い
る

で
し
ょ
う
か
。

組一

2
0
1
1年
以
前
、
ほ
と

一
ん
ど
の
職
員
が
、
省
庁
別
か
財
務
省
の
「
行
政
財
産
の

一
財
務
局
の
宿
舎
ヘ
入
居
す
る
未
来
像
研
究
会
」
は
、
合
同
宿

労
一
こ
と
が
当
た
り
前
で
し
た
。
舎
の
老
朽
化
に
よ
り
、
若
手

一

し
か
し
、
行
政
の
無
駄
を
職
員
の
入
居
希
望
が
低
落
し

一
省
く
た
め
の
国
会
版
「
事
業
て
い
る
点
を
指
摘
し
て
い
ま

ム父
一
仕
分
け
」
に
よ
っ
て
、
真
に
公
す
。

一
務
の
た
め
に
必
要
な
も
の
に
そ
の
理
由
と
し
て
、
浴
室

一
限
定
さ
れ
、
全
国
1
0
6
8
や
洗
面
所
、
台
所
の
陳
腐
化

司
一
4
住
宅
幻・
6
万
戸
の
う
ち
、
を
あ
げ
て
お
り
、
費
用
対
効

一
5
0
4
6住
宅
5
・6
万
戸
果
を
鑑
み
な
が
ら
、
と
前
置

一
（
約
お
%
）
が
廃
止
の
対
象
き
し
な
が
ら
も
宿
舎
の
リ
ノ

一
と

な

り

ま

し

た

。

べ

l
シ
ョ
ン
を
提
言
し
、
財

印
一
あ
わ
せ
て
、
入
居
が
認
め
務
省
も
そ
れ
に
応
じ
て
実
施

曜
一
ら
れ
る
職
員
の
類
型
が
5
つ
を
始
め
よ
う
と
し
て
い
ま
宿
舎
課
題
で
の
問
題
点

や
↓
に
分
類
・
制
約
さ
れ
た
こ
と
す
。

は

、
入
居
し
て
い
る
な
か
ま

盟
に
よ
り
、
入
居
で
き
な
い
職
ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
住
環
境
改
善
の
「
声
」
に

月
二
員
は
、
民
間
ア
パ
ー
ト
な
ど
、
環
境
の
整
備
や
電
気
自
動
車
財
務
省
が
真
剣
に
応
え
て
い

け
一
賃
貸
に
流
出
し
て
い
ま
す
。
の
充
電
施
設
の
設
置
に
つ
い
る
か
と
い
う
こ
と
で
す
。

年
÷
一
方
、
基
準
を
満
た
し
た
て
も
言
及
し
、
財
務
省
に
柔
待
遇
改
善
委
員
会
は
、
こ

口
一
入
居
者
に
対
し
て
、
宿
舎
使
軟
な
考
え
方
と
、
公
務
員
宿
れ
ら
の
変
化
に
呼
応
す
る
財

o一
用
料
が
段
階
的
に
引
き
上
げ
舎
を
と
り
ま
く
課
題
を
、
よ

務
省
の
矛
盾
点
を
突
き
付
け

三
ら
れ
る
事
態
と
な
り
、
結
果
、
り
総
合
的
に
見
直
し
て
い
く
な
が
ら
、
な
か
ま
の
労
働
条

一
同
額
程
度
を
払
う
の
で
あ
れ
べ
き
だ
、
と
い
っ
た
外
部
の
件
の
改
善
や
諸
要
求
実
現
に

し
ば
、
き
れ
い
な
賃
貸
に
移
る
意
見
に
も
変
化
が
出
は
じ
め
む
げ
て
奮
闘
し
て
い
き
ま

ω一
入
居
者
が
現
れ
ま
し
た
。

て

い

ま

す

。

す

。

会

議

へ

の
多
く
の
参
加

現
在
で
は
、
宿
舎
の
陳
腐
宿
舎
関
連
で
は
、
2
0
2
・
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
建
設
部
門

官
房
長
交
渉
】

定
年
延
長
に
よ
る
新
規
採

用
の
特
例
に
つ
い
て
問
題
が

あ
る
こ
と
は
承
知
し
て
い

る。
計
画
的
に
人
材
育
成
で
き

る
よ
う
必
要
な
級
別
定
数
を

措
置
す
る
。

若
手
の
安
定
的
確
保
の
た

運
輸
官
房
交
渉

な
い
ど
こ
ろ
は
多
く
あ
る
。

引
き
続
き
昇
格
基
準
の
緩

和
等
を
要
求
し
て
い
く
。

定
年
延
長
制
度
に
と
も
な

う
、
定
員
・
級
別
定
数
措
置

に
つ
い
て
、
「定
年
延
長
で
級

別
定
数
は
足
り
て
い
る
と
説

明
を
受
け
て
い
る
が
、
詳
細

が
分
か
ら
な
い
」
、
「
役
降
り

と
な
ら
な
い
6
級
予
報
官
が

定
年
延
長
で
6
級
の
枠
を
使

う
た
め
足
り
な
く
な
る
の
で

は
な
い
の
か
」
と
追
及
し
た

と
こ
ろ
、
長
官
は
へ
定
年
延
長

制
度
に
と
も
な
っ
て
、
昇
任
・

昇
格
に
遅
れ
が
生
じ
な
い
こ

と
を
約
束
し
た
。

め
経
験
者
採
用
に
よ
り
必
要

な
人
材
の
確
保
を
お
こ
な

う
。
（
同
年
代
よ
り
低
い
処
遇

に
留
め
置
か
れ
て
し
ま
う
と

の
追
及
に
対
↓
て
）
経
験
者

採
用
の
昇
格
、
級
・
号
俸
に

つ
い
て
は
適
切
に
判
断
オ

る。
人
事
院
か
ら
も
昨
年
に
柔

軟
な
運
用
を
お
こ
な
う
よ
う

通
知
が
さ
れ
て
い
る
。

門
港
湾
空
港
部
門

港
湾
局
交
渉
】

事
務
所
評
価
に
つ
い
て

は
、
災
害
対
応
や
洋
上
風
力

関
連
、
港
湾
管
理
者
や
関
係

者
と
の
調
整
な
ど
港
湾
局
が

果
た
す
役
割
が
大
き
く
な
っ

て
い
る
た
め
、
人
事
院
へ
の

給
与
改
善
要
望
等
で
強
く
訴

え
て
い
る
。

定
年
延
長
や
暫
定
再
任
用

に
つ
い
て
は
、
本
人
の
意
向

新
幹
線
通
勤
を
含
む
通
勤

手
当
の
改
善
は
、
来
年
度
人

事
院
勧
告
で
給
与
制
度
の
ア

ッ
プ
デ
ー
ト
の
一
環
と
し
て

検
討
し
て
い
る
、
と
の
回
答

を
得
た
が
、
各
部
門
と
も
そ

れ
以
外
の
昇
格
・
待
遇
改
善

、

を
し
っ
か
り
と
聞
き
と
っ
て

す
す
め
て
い
か
な
け
れ
ば
と

強
く
感
じ
て
い
る
。

2
級
係
長
な
ど
事
務
所
に

お
げ
る
年
齢
構
成
が
い
び
つ

で
あ
り
、
3
級
昇
格
基
準
の

緩
和
等
を
官
房
に
引
き
続
き

要
望
し
て
い
く
。

船
船
を
は
じ
め
と
す
る
特

殊
勤
務
手
当
に
つ
い
て
は
、

人
事
院
に
現
地
を
視
察
な
ど

に
よ
り
理
解
し
て
も
ら
え
る

よ
う
、
今
後
も
引
き
続
き
努

力
し
た
い
。

に
か
か
る
具
体
的
な
回
答
は

得
ら
れ
ず
、
当
局
側
の
回
答

も
現
行
の
制
度
を
繰
り
返
し

て
説
明
す
る
の
み
に
終
始
し

た
。
．佐
藤
待
遇
改
善
委
員
長
か

ら
「
私
た
ち
も
学
習
を
繰
り

返
し
て
制
度
は
理
解
し
て
い

る
。
そ
れ
で
も
今
回
の
よ
う

に
強
い
要
求
を
求
め
る
の
は

制
度
が
現
状
に
マ

ッ
チ
し
て
い
な
い

か
ら
で
あ
る
。
職

務
・
職
責
を
は
か

る
、
も
の
さ
し
そ

の
も
の
が
時
代
遅

れ
で
あ
る
の
だ
か

・

時
ら
、
そ
の
も
の
さ

蝦
し
の
あ
て
方
を
現

礼
状
に
見
合
う
よ
う

都
評
価
し
て
い
た
だ

蹴
き
た
い
」と
発
言

し
、
人
事
院
当
局

か
ら
も
「
み
な
さ

ん
の
要
求
は
切
実

な
も
の
と
し
て
受

け
止
め
る
」
と
の

回
答
を
得
た
。

3・
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(4) 第 25 3号（襲撃説編助組労すて
λ、．国

体制拡充署名とりくみスケジュール

2 0 2 3年 12月5日（火曜日）

s～4用
地元国会護員要議
（各地域でのとりくみ〉

4月19日t金） ..cJ. 
【第二次集約1

職場内・職場外の集約完了

5月上～中旬 ...IC].
国会議員要請行動
署名提出

,,-:-11月
上 、 各支部”地協に－
l - 署名用紙発送

. 12用
中央段障で聞怖労組・団体へ

要詰を実施

主～2月一壬主
地万賎障で関係労組・固体人
妻語を実施

31122自f金j壬正
I第一次集約】
職場内の集約終了

な合あ
い理ら
運化た
動をな
1こ許定
さ員

国
土
交
通
省
の
定
員
は
定

員
合
理
化
計
画
な
ど
の
影
響

に
よ
り
長
年
定
員
削
減
が
す

す
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
が
、

地
方
整
備
局
で
は
2
0
1
9

年
度
か
ら
5
年
連
続
で
定
員

増
が
実
現
し
て
い
る
ほ
か
、

地
方
運
輸
局
、
気
象
庁
に
お

い
て
も
増
員
が
実
現
し
て
い

ま
す
。こ
れ
は
、
体
制
拡
充
署
名

を
国
土
交
通
労
組
の
「
基
幹

の
運
動
」
と
し
て
職
場
内
外

で
確
実
に
と
り
く
み
を
す
す

め
る
こ
と
を
意
志
統
一
し
、

全
開
発
労
働
組
合
と
国
土
交

通
省
管
理
職
ユ
ニ
オ
ン
と
の

連
名
で
旺
盛
に
と
り
く
ん
で

き
た
成
果
に
ほ
か
な
ら
な
い

も
の
で
す
。

そ
の
’一
方
で
、
独
立
行
政

法
人
や
国
土
地
理
院
な
ど
、

純
減
し
続
け
て
い
る
職
場
も

あ
り
ま
す
。

ま
た
、
デ
ジ
タ
ル
関
連
な

ど
の
政
府
の
政
策
に
沿
っ
た

業
務
や
、
重
大
事
故
な
♂
世

間
の
注
目
を
集
め
る
事
業
を

中
心
に
事
後
的
に
増
員
さ
れ

る
な
ど
限
定
的
な
も
の
と
な

寸炉

4・

fニ司っ
て
い
ま
す
o
E

・

を
！
i

今
後
、
政
府
は
、

す

畑

一

瞬

z

u
誤
す

新
た
な
「
定
員

一耕

一

総

姻

調

…

f
h
H一蹴一
で

合
理
化
計
画
」

嬰

議

問

…

川

一一一一一
矧

ヘ

0
2
5
1
一樹
容

・

蹴駐
留

E

m
一

H
H－潟一
が

国

土

交
通
労
組
が
加
盟

L

お
9
年

一

割

一

。

劃

一

＼

川

一部一
日

、

事
務
局
を
担
う
「
生
活

度
）
の
目
標
数

宮

霞

人

＠

自

襲

警

g
留

ま

れ

一任
関
連
公
共
事
業
推
進
連
絡
会

を
策
定
し
、

2
一

回

会

宮

警

誌

誠

一一一
時

一町一一

ω
議
」
（
以
下
、
生
公
連
）
が
と
り

0

2

4

1

mr

自
3

色
J

輩

…一一一一一
間
く
む
「
生
公
連
署
名
」
は
建

頃
に
決
定
す
る

印刷

語

調

理

由

ヰ

一九
一
一明

th主
一
議
一
全
設
産
業
の
維
持
発
展
、
労
働

こ
と
が
塁
ま

一凶
器

嵐

官

一揖
晴
樹
一
一
一
ド
羽

…一関一
鵬
環
境
改
善
の
対
策
等
に
つ
い

れ
る
こ
と
か
一

認

可

司

！

？1噴
い
一

：
印
刷
剛

一2
一
て
、
署
名
を
通
し
て
世
論
を

ら
、
今
年
度
は
、
「
惨
F
I

l

l

－

－

k
t
1
1
1
1
1
t

形
成
し
、
国
会
請
願
採
択
に

こ

れ

ま

で

以

上

に

体

制

拡

充

行

動

も

有

効

で

す

。

一

よ
り
要
求
の
前
進
を
め
ざ
す

の

と

り

く

み

を

旺

盛

に

す

す

も

の

で

す

。

め

、

総

定

員

法

や

定

員

合

理

オ

ン

ラ

イ

ン

署

名

こ

の

署

名

が

広

が

る

中

化

計

画

を

廃

止

に

追

い

込

む

に

も

と

り

く

も

う

で

、

与

野

党

含

め

た

す

べ

て

と
と
も
に
、
国
土
交
通
行
政

’

・

の
国
会
議
員
に
紹
介
議
員
の

の

さ

ら

な

る

体

制

拡

充

を

実

近

年

、

さ

ま

ざ

ま

な

要

求

要

請

を

行

っ

た

結

果

、

国

土

現

さ

せ

る

こ

と

が

引

き

続

き

を

実

現

す

る

た

め

に

、

オ

ン

交

通

省

も

5
年
連
続
の
地
方

求

め

ら

れ

て

い

ま

す

。

ラ

イ

ン

署

名

が

活

用

さ

れ

て

整

備

局

職

員

の

純

増

要

求

を

社
会
運
動
と
な
っ
て
い
ま
行
い
、
実
現
さ
せ
て
き
ま
し

す

。

た

。

そ
の
た
め
に
は
世
論
を
昧
現
在
、
戦
後
、
急

「

umu

－

－

方
に
つ
け
る
こ
と
が
重
要
な
ピ
ッ
チ
で
つ
く
ら

一
糊

寵

誠
一
議
…
…
…
議
結
晶

こ
と
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
署
名
れ
て
き
た
社
会
イ

一
蹴

鴇
器
ご
抑
制
御
臨
諮
問
怒
鳴
m

に
も
と
り
く
み
ま
す
。
ン
フ
ラ
の
更
新
期

一
醐

畑

一
一
…
…
一
端
鴇
…
濃
部
経

署

山

内

羽

詰

日

明

町

長

引

一

れ

一
明

尚
一
一
一
一
一
一
誠
一
一
一
諮
問
一

r

対
象
と
し
て
い
な
い
こ
ζ
か
心
を
保
障
す
る
た
説
内
規
諮
問
品
川
間
接
ふ
宮
川
判
明
主
諮
問

ら
こ
れ
ま
で
同
様
の
運
動
を
め
に
も
「
老
朽
化

幽
刷

…
…
諜
…
端
部
…
…
…
…
接
…
諮
艇

後
押
し
す
る
も
の
と
し
て
、
対
策
」
の
重
要
性

臨
馴

官

官
制
誤
認
す
名
付
諮
問
鳩
山
田

S
N
Sに
よ
る
拡
散
な
ど
効
が
叫
ば
れ
て
い
ま
閥
…
誠
一
…
…
…
…
…
…
…
…
問
一
一
…
払
相
官
…
…
一

果
的
な
と
り
く
み
を
目
指
し
す
。
加
え
て
、
地
周

家
族
や
地
域
で
の
と
り
く
み
が
重
要
で
す

ま
す
0

・

震
・
豪
雨
な
ど
の

国
会
議
員
へ
職
場

実

態

を

伝

え

よ

う

遂
げ
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
職
場
の
労
働
環
境

改
善
だ
け
で
な
く
、
国
民
の

安
全
・
安
心
を
・ま
も
る
た
め

の
生
活
に
関
連
し
た
運
動
で

も
あ
り
ま
す
。
よ
っ
て
各
地

方
協
議
会
を
中
心
に
、
共
闘

組
織
や
関
係
団
体
な
ど
職
場

外
の
幅
広
い
な
か
ま
に
も
対

話
と
共
感
を
広
げ
て
い
き
ま

し
ょ
う
。
請
願
採
択
を
勝
ち
と
る
た

め
に
は
、
多
く
の
国
会
議
員

に
紹
介
議
員
に
な
っ
て
も
ら

い
、
国
土
交
通
委
員
会
な
ど

に
お
け
る
採
択
が
必
要
と
な

り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
国
土
交

通
委
員
を
は
じ
め
、
多
く
の

国
会
議
員
か
ら
理
解
を
得
る

こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
地
元

国
会
議
員
事
務
所
へ
の
要
請

国
土
交
通
省
の
職
員
や
、
国
土
交
通
行
政
に
か

か
わ
る
独
立
行
政
法
人
の
職
員
は
、
国
民
が
安
心

し
て
く
ら
せ
る
よ
う
に
日
夜
奮
闘
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
連
年
の
定
員
削
減
に
よ
り
、
現
場
で
の
人

員
不
足
は
限
界
を
超
え
、
安
全
・
安
心
や
生
活
に

直
接
か
か
わ
る
問
題
が
発
生
し
か
ね
な
い
状
況
と

な
っ
て
お
り
、
体
制
拡
充
は
喫
緊
の
課
題
で
す
。
国

土
変
通
労
組
は
、
今
年
度
も
国
民
の
生
命
や
財
産

を
ま
も
る
た
め
、
国
土
交
通
行
政
を
担
う
組
織
・

体
制
拡
充
の
国
会
請
願
署
名
を
提
起
し
、
と
り
く

み
ま
す
。
署
名
を
軸
に
多
く
の
国
民
と
の
対
話
と

共
感
を
広
げ
、
国
土
交
通
行
政
の
体
制
拡
充
を
実

現
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

こ
の
署
名
は
、
職
場
内
に

お
い
て
誰
も
が
一
致
で
き
る

増
員
要
求
が
請
願
項
目
で
あ

り
、
わ
た
し
た
ち
の
要
求
に

最
も
根
ざ
し
た
も
の
で
す
。

身
近
な
と
り
く
み
と
し

・

て
、
組
合
員
だ
け
で
な
く
、
管

理
職
も
含
め
た
同
じ
職
場
で

は
た
ら
く
す
べ
て
の
職
員
か

ら
の
集
約
を
、
確
実
に
や
り

拡た生
充公活
を共に
事密
業着
のし

災
害
か
ら
国
民
を
ま
も
る
た
低
賃
金
や
過
酷
な
長
時
間
労

め
、
減
災
・
防
災
対
策
の
必
働
な
ど
の
労
働
条
件
の
劣
悪

要
性
も
高
ま
っ
て
き
て
い
ま
さ
か
ら
入
職
者
が
減
少
し
、

す

。

イ

》
ボ
イ
ス
制
度
の
導
入
に

ま
さ
に
生
公
連
が
長
年
訴
よ
り
高
齢
の
職
大
が
大
量
離

え
続
け
て
き
た
主
張
が
、
世
－
職
U
て
し
ま
え
ば
産
業
自
体

論
の
主
体
と
な
っ
て
い
ま
が
消
滅
し
か
ね
な
い
重
大
な

す
。
し
か
し
、
実
際
の
予
算
配
危
機
に
陥
っ
て
い
ま
す
。

分
は
国
民
生
活
に
直
結
す
る

－生
公
連
署
名
は
、
こ
れ
ら

維
持
管
理
予
算
を
削
減
し
、
の
解
決
を
求
め
る
、
建
設
産

関
西
万
博
な
ど
大
規
模
公
共
別
の
民
間
・
公
務
の
労
働
組

事
業
の
推
進
が
続
け
ら
れ
て
合
が
一
体
と
な
っ
た
と
り
く

い

ま

す

。

み

で

あ

り

、

国

土

交

通

労

組

大
規
模
な
災
害
が
発
生
す
が
産
別
運
動
に
結
集
し
、
中

れ
ば
、
職
員
の
少
な
い
出
先
小
建
設
業
や
そ
の
労
働
者
の

機
関
の
体
制
で
は
初
動
対
応
要
求
の
実
現
に
向
け
て
積
極

を
迅
速
に
行
う
こ
と
が
で
き
的
に
と
り
く
む
こ
と
で
、
国

ま
せ
ん
。
防
災
や
維
持
管
理
土
交
通
労
組
が
掲
げ
る
要
求

を
国
の
責
任
で
行
う
た
め
に
に
も
理
解
が
深
ま
り
、
あ
わ

は
優
先
し
て
出
先
機
関
に
職
せ
て
と
り
く
む
体
制
拡
充
署

員
を
確
保
す
べ
き
で
す
0

・

名
に
つ
い
て
も
毎
年
、
多
く

の
方
々
か
ら
賛
問
い
た
だ
い

官

ヒ

民

の

要

家

で

い

ま

す

。

実
現
へ
地
域
て
国
主
交
通
行
政
を
担
う
組

訴

え

よ

う

織
、
体
制
の
拡
充
と
と
も
に
、

社
会
イ
ン
フ
ラ
の
維
持
管
中
小
建
設
業
と
建
設
労
働
者

理
や
、
災
害
時
の
復
旧
、
復
興
が
求
め
る
諸
要
求
を
実
現
す

の
最
前
線
に
立
つ
の
は
、
土

，る
た
め
に
あ
、
生
公
連
署
名

木
や
建
築
、
測
量
、
ダ
ン
プ
や
と
体
制
拡
充
署
名
を
一
体
と

重
機
の
運
転
な
ど
に
従
事
す
し
て
、
国
民
1

地
域
の
な
か

る
建
設
労
働
者
で
す
。
ま
に
犬
胆
に
訴
え
て
い
き
ま

し
か
し
、
建
設
労
働
者
は
、
し
よ
う
。
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